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料
塾
と
捉
え
て
は
ま
ず
い
と
思

い
ま
す
。
大
変
な
家
庭
環
境
の

子
ど
も
に
は
、
家
庭
訪
問
や
個

別
指
導
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
就
学
援
助
の
入
学
準

備
金
の
増
額
や
入
学
前
に
支
給

す
る
考
え
は
な
い
の
か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

答

国
が
示
し
て
い
る
単
価

を
基
本
に
し
て
お
り
、
増
額
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
学
前

支
給
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村

の
動
向
も
見
な
が
ら
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

学
校
給
食
費
の
無
料
化

や
補
助
制
度
が
広
が
っ
て
い
る

中
で
、
学
校
給
食
費
の
無
料
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

給
食
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

子
育
て
支
援
を
他
の
自

治
体
よ
り
先
ん
じ
て
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
口
減
対
策
や
少

子
化
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
政
策
判
断

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
職
場
体
験
で
自
衛
隊

に
行
く
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

中
学
生
が
武
器
に
触
れ
た
り
、

操
作
を
教
わ
る
こ
と
が
教
育
上

ど
う
な
の
か
。
中
学
生
が
職
場

体
験
で
自
衛
隊
に
行
く
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

自
衛
隊
も
職
業
選
択
の

一
つ
と
し
て
、
職
場
体
験
を
行

う
こ
と
は
、
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
武
器
を
触

ら
せ
る
こ
と
は
、
教
育
の
面
か

ら
余
り
好
ま
し
く
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
学
校
と
自

衛
隊
の
間
で
職
場
体
験
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
す
る
よ
う
働
き

か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

学
童
保
育
の
保
育
料
の

軽
減
制
度
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答

県
内
で
は
５
市
で
多
子

世
帯
に
対
し
て
、
保
育
料
の
軽

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
多
子
世
帯
へ
の
軽
減
対
策

な
ど
も
含
め
た
補
助
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

今
年
度
か
ら
群
馬
県
が

町
村
を
対
象
に
無
料
学
習
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

で
の
実
施
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
小
学
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
「
お
さ
ら
い
教
室
」
を

中
学
生
ま
で
対
象
を
広
げ
、
同

セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
方
式
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

学
習
支
援
を
単
な
る
無

篠
木
　
正
明 

議
員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
及
び

　
　
自
衛
隊
へ
の
職
場
体
験
に
つ
い
て

　市政についての意見や要望などがある場合は、請
願書や陳情書を提出することができます。これは市
民の皆さんの声を市政に反映させようという考えか
らで、議員の紹介のあるものを「請願」、議員の紹介
のないものを「陳情」に区別しています。
　提出された請願書は、所管の常任委員会において
慎重に審査され、その結果をもとに、本会議で改め
て審議を行います。採択･不採択の結果については、
提出者へ郵送により通知します。なお、採択された
請願は、市長にその実現を要望したり、国や関係行
政庁に対し意見書として提出されます。また、提出
された陳情書等は、その写しを議場に配付します。

請願・陳情の提出方法等

提出に必要な記載事項
○次の事項を邦文で記載し、議長あてに提出してくだ
さい。

（1）請願（陳情）の名称
（2）請願（陳情）の趣旨と要望事項
（3）提出年月日
（4）宛名（館林市議会議長あて）
（5）請願（陳情）者の住所、記名または署名、押印
※請願者が２名以上の場合は、代表者を明示の上、
請願者全員が署名・押印してください。

※法人や団体の場合は、その事務所の所在地、名称、
代表者の役職・氏名を記入の上、法人代表者印
または代表者の個人印の押印をお願いします。

（6）請願として提出する場合には、紹介議員の自筆
署名または記名押印

（7）国または関係行政庁への意見書提出を求める請願
については、別途「意見書の案文」を添付

・・・に関する請
願書

又は陳情書

氏名　　　　　
　　印

紹介議員

（陳情書は紹介
議員は

　　　　　　必
要ありません）

（表紙）

（件名）　・・・に関する請願　　　　　　　　　又は陳情
（要旨）　・・・・・・・・（要望）　・・・・・・・・
平成　年　月　日
館林市議会議長　　　　　様
請願者（代表者）
　住所
　氏名　　　　　　　　　印

（本文）

提出場所
　館林市役所３階の議会事務局に、平日の午前８時
30分から午後５時15分までに持参してください。

受付締切
・請願書の提出については、定例会開会８日前の午後
５時で締め切り、その後提出されたものは次の定例
会での扱いとなります。

・陳情書については、定例会の会期中に提出されたも
のは、その会期中に写しを議場に配付します。

 ただし、最終日及び閉会中に提出されたものは次の
定例会での扱いとなります。


